
今回は、西武新宿線の新狭山駅から徒歩１０
分ほどに位置する本田技研株式会社埼玉製作所
を訪問した。駅舎から、工場の建物に刻印され
たＨＯＮＤＡの赤い文字が目に飛び込んできた。
埼玉製作所は、ＨＯＮＤＡにおける４輪乗用
車の上位機種の本格的な量産工場として昭和
３９年に設立。エンジン・プレス・溶接・塗装
の各工程をはじめ、完成車のエンジン搭載や各
種部品の組立てから検査まで、一貫した生産を
している。現在、レジェンド・アコード・オデ
ッセイ・ＣＲ－Ｖなどの乗用車をＮＯ１ライン
とＮＯ２ラインの二つの生産ラインで、それぞ
れ、１日に１１００台、１０５０台と、合計２１５０
台生産している。全体生産車の６割が輸出用で
あり、半分は米国向けである。工場敷地面積は
３８万平米で、敷地には緑も多く、環境保全と
省エネ対策に力をいれていることが肌で感じら
れた。
設立当初は、製造する乗用車も小型であった
が、段々と大型にシフトしてきて、工場自体は
手狭になってきているようだ。狭いスペースを
できるだけ有効に効率的に使うべく、さまざま
な工夫がなされている。工場内の上の空間も部
品を搬送するスペースに使っているため、天井
は他の工場と比べると低い感じだ。本当はもっ
と天井が高いのであるが、上の空間を二つに仕
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◆今号の特集では、「エイジフリー社会」を取り上
げた。２０４０年には、６５歳以上の高齢人口が３３％

を超え、何と国民の３人に1人が６５歳以上となる超
高齢大国日本を迎える。まさに、生涯現役社会、エ
イジフリー社会にしないと、とても３人に1人の高齢
者を支えていくことは不可能である。そのための条
件整備や労働組合の役割などについて、清家教授を
はじめ、海外の事例を含めて紹介した。労働組合と
しても、発想の転換を迫られている。
◆エイジフリー社会といえば、年配でも、生き生き
と生涯現役で活躍されている高齢者の先輩方がたく

切って、上の２階部
分を、エンジンやド
アや、いろいろな部
品が縦横無尽に、し
かるべきところに向
かって移動してい
る。溶接部門は機械
化されているが、狭
いスペースを機種に
応じて器具を取り替
えながら、たくさん
の製造ロボットが狭
いスペースの中をま
るでサーカスのよう
に華麗にスピーディ
ーに作業していた。
二つのラインも特
色を持たせている。ＮＯ１ラインは比較的人の
手が入るようにしてあり、フレキシブル性をも
たした傾向にしている。一方、ＮＯ２ラインの
方は、最新の設備を入れて、自動化するなど、
２つのラインの特色を活かし、相互補完しあい
ながら、市場のニーズに柔軟に対応している。
１日に２１５０台生産するこの工場では、一台
作るのにかかる時間は４８秒とのこと。一台の
乗用車の組み付け部品点数は１６００点以上とい
うから、それらを組み合わせる工程が、４８秒
とはすごい速さであるにもかかわらず、作業工
程で組立てている労働者の働く姿は、てきぱき
とスピーディーに自分の工程に取り組んでい
た。素人目ではそれほど、あくせくしているよ
うには見えなかった。これは、機械化するとこ
ろは、徹底して機械化し、効率化しているせい
だと思った。そう感想を伝えたら、一般の人が
パットはいると、見た目には簡単なように見え
るが、なかなかついていくことはできないとの
こと。一般の人が、ラインに入って一人前の作
業を一通り覚えるのには、ＯＪＴで２週間を目
安としているそうだ。特にＮＯ２ラインでは乗
用車の機種を７～８種類扱っているので、一機
種ごとの仕様によっても部品が違うので、それ

らを覚えることを含めて２週間はかかるとい
う。
今回の表紙のイラストに描かれた工程は、自
動車の心臓部である「エンジン組立」の部分で
あり、ここは機械ではできない作業工程である。
職場としては、細かい作業工程であること、取
扱い部品が重要部品を扱っているところから、
重要作業工程として位置づけられている。特に、
作業のマニュアルの中で、取り扱っている部品
が、人の生命に直結するような大事な作業工程
であることを意識させるように教育に力を入れ
ているとのことであった。
工場には、従業員が５３００名で、期間従業員
が１２００名ぐらい働いている。従業員も期間従
業員も同じ服装で、一緒に、同じ車をつくって
いる。自分の仕事に誇りを持って、生き生きと
働いている姿が印象に残った。早番は朝６時半
から午後３時１５分、遅番は３時５分から１１
時半の２交代制、一週早番をやると、次の週は
遅番と代りばんこのサイクルとのこと。ちょう
ど、取材を終えて、駅に向かうとき、早番を終
え、帰宅する人たちと一緒になった。
（美）
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自動車総連―本田技研工業
株式会社埼玉製作所

さんいる。その代表選手であった、
ＩＭＦ－ＪＣの労働リーダーシップ
西日本コースの名物校長竹中正夫先生が、
８月１７日に８０歳で惜しくも逝去された。第１回以
来３７回まで３７年間に渡り校長を務められた。竹中
校長の開校式での、目をつぶっての情熱的な式辞に
圧倒された受講生は多い。その情熱を継いで来年１
月も３８回を開校する。竹中先生のご冥福を心から祈
ります。（美）

組立ラインの作業風景

I M F - J C 事務局長

團野久茂

９月２５日に行われた自民党総裁選で
安倍晋三氏が第２１代総裁に選出され、
翌２６日の国会で小泉政権の跡を受け継
ぎ第９０代首相に指名された。しかし、
彼が提言している「美しい国、日本」
にはある懸念を覚えざるを得ない。日
本は、もともと世界の中でも四季がは
っきりとあって、熱帯雨林に見られる
樹木から白樺などの北欧の木まで実に
種類が豊富であるなど、世界の中でも
自然に恵まれた国の一つであることに
異論はない。秋になれば、欧米の黄色
一色の単調な紅葉とは違い、日当たり
によって、あるいは山のどのあたりに
あるかで色や鮮やかさが異なる見事な
紅葉は、日本でしか見られないものと
言ってもよいだろう。もちろん、この
提言が単なる日本の美しい自然の大切
さを言ったものではない。しかし、日
本のトップ政治家の政策提言としては、
極めて抽象的かつ理念的なものであり、
彼が強い新憲法創設論者であることや
靖国神社への独自行動などを合わせて
見たとき、底流にあると感じられるナ

ショナリズム的な意識に懸念を覚える
のは私だけであろうか。
バブル崩壊後、なかなか克服できな
い不況にあせった日本の政治家達は、
それまでの日本型システムの良さを残す
ことよりも、「改革イコール改善である」
ことを喧伝し、改革に走ったと見ること
ができる。これが小泉政権の政治手法
であったわけであり、その政治手法をも
継承するのが安倍氏と言われる今、行
き着く先に不安を覚える次第である。経
済改革の柱となった市場原理をはじめ、
留まるところをしらないアメリカ化は、
経済をはるかに超えて、社会、文化、
国民性にまで深い影響を与えている。
財力にまかせた法律違反すれすれのメ
ディア買収を、われわれが当たり前の行
為と受け止めるならば、それは感覚的に
問題が生じている証である。敵対的な買
収が商行為として認められるとしても、
労働組合はそこで働く従業員の雇用と
生活に大きく関わる問題として捉えなけ
ればならない。また、株主重視の経営を
必然とする考え方が広がっているが、株
主の本質は株価アップによるキャピタ
ルゲインに狙いがあるわけであり、従業
員こそが最も重要なステークホルダーで
あることを肝に銘じなければならない。
一方、安倍氏は、９月11日の総裁選
討論会で５年を目途に新憲法を制定す
る意志を明らかにした。しかし、平和
憲法といわれる条項をどのようにして
いくのだろうか。世界は今やテロの恐
怖におびえると共に、麻薬やエイズの
蔓延は留まるところを知らない。家庭
や教育の崩壊も先進国に共通した現象
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となっている。教育崩壊による学力の
低下、子供達の読書離れ、少年少女の
非行は、どの先進国でも問題になって
いる。しかし、みんなどうしてよいか
分からないのである。この荒廃の真因
はいったい何によるものなのであろう
か。先の提言は少なくともそうした実
態に切り込んだものとはなっていない。
私ごときがその原因を探ることは容易
でないが、言えることは現在の市場原
理的な経済・社会の流れに一因がある
ことは間違いないように思われる。弱
肉強食に徹すれば組織は強くなったと
しても、社会が安定性を失うことはア
メリカ社会が範を示している。盲目的
なアメリカ追従型の社会運営は危険と
言わざるを得ないのである。
お茶の水女子大学・理学部の藤原正
彦教授は、著書「国家の品格」におい
て日本論を展開している。氏は、その
真因を西欧的な論理、近代合理精神の
破綻に他ならないとし、「この二つは重
要ではあるが人間はそれだけではやっ
ていけない。この破綻が現在の荒廃を
もたらした」としている。産業革命以
降のあまりにもめざましい文明の発展
ゆえに、欧米人はこの二つを過信して
しまった。本来、科学技術の領域に有
効であった論理や合理を、広く人間社
会に適用してしまった誤りを説いてい
る。これを剛のシステムとするならば、
同時に、柔システムとして日本人が古
来から持つ「情緒」、あるいは伝統に由
来する「形」というものとの組み合わ
せが極めて重要であるとしている。必
読すべき一冊である。

「美しい国、日本」
に感じる事


